
令和５年 第１回
安全対策連絡協議会

令和５年４月１３日
在エチオピア日本国大使館
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参加者へのお願い

マイク及びビデオの設定をオフにして下さい。

発言希望の方は、「挙手ボタン」で合図をお願いします。

当地における停電、通信事情により、会議中にトラブル
が発生する可能性があります。ご理解願います。

2



次 第
１．挨拶
２．国内情勢
（１）ティグライ情勢
（２）エチオピア正教会の内部対立
３．国内治安情勢
（１）危険レベルの改訂
（２）国内全体の治安情勢（含む最近のアムハラ情勢）
（３）アディスアベバ市内の状況
４．医療情報
（１）新型コロナウイルス感染症関連
（２）当地における下痢症について
５．大使館からのお知らせ
６．質疑応答

3



１．挨拶
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２．国内情勢
（１）ティグライ情勢
（２）エチオピア正教会の内部対立
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（１）ティグライ情勢（本年１月以降）

２０２３年

１月 １１日
２３日

２月 ３日
４日

３月 ６日
１５日

１７日
２２日
２３日

TPLFが重火器を国防軍に引き渡し
連邦政府及びNGO関係者がティグライ州入り。

アビィ首相が南部諸民族州（SNNPR）にてTPLFと対面で和平合意の進捗に関し協議
エチオピア国立銀行（NBE）がティグライ州に送金を開始

連邦政府は移行期正義の政策に関する公開協議を実施
ブリンケン米国務長官がエチオピア訪問。連邦政府関係者と和平合意の進捗につき協議し、
3億1,100万米ドル規模の人道支援を発表
ゲタチュウ元TPLF報道官がティグライ州暫定政府代表に選出
人民代表議会がTPLFのテロリスト指定を解除
首相府が暫定政府代表の承認を発表

〈今後の注目すべき動き〉
国際社会の支援：IMFや世銀のプロジェクトによる支援再開の要否
国民対話の実施：右実施に伴う関連問題への取り組み方法
暫定政府発足による他地域への政治的な影響：アムハラ州や、オロミア州との関係

４月、和平プロセスの一環である州特別部隊の国
防軍・治安当局への組み入れにつき、アムハラ州
民が強く反発。現地の情勢は緊迫。



（２）エチオピア正教会(EOTC)の内部対立

２０２３年

１月２２日

２６日
３０日

２月 １日

２月 ３日

２月 ４日

２月１５日
２月１７日

オロミア人大主教３名がオロミア州内の教区で独自に25名の司教を任命。オロミア州に根付いた独
自の聖評議会を設立する旨を発表。
EOTC聖評議会（最高意思決定機関）がオロミア人大司教と、任命された司教の破門を発表。
オロミア州の大司教と司教はEOTCの決定を拒否。対抗措置としてEOTC側の聖評議会
12名の破門を発表。
アビィ首相は「本問題は単純で、教団内で協議を通して解決できる」と発表。EOTCは首相の同声
明は教会内部への干渉であり、教会の教義を無視したものと反発。
EOTCは、教会の権利が回復されるまで、信者に黒い服を着用し全国及び国際的なデモを開催する
と呼びかけ。
EOTCは、信者に対して宗教祭典会場等の場所で、全国規模で2月12日にデモ行うように呼びかけ。
（デモは実施されず）
EOTCが非公式の会合を開催。
EOTCがオロミア人大主教等が懺悔したので破門を解いた旨発表。本問題は解決したとし、今後の
組織運営について説明。

〈本問題の背景〉
オロミア側は、教会サービスが州言語によって行われていないと主張。
教会内の管理体制の脆弱性に聖評議会が対応していない。
ティグライ和平プロセスにおいて、アムハラ州・オロミア州の関係が微妙な中、教会内対立が各州対立を反映し
たものか、見極めが必要。
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３．国内治安情勢
（１）危険レベルの改訂
（２）国内全体の治安情勢

（含む最近のアムハラ情勢）
（３）アディスアベバ市内の状況

（ア）外国人対象該当犯罪発生状況
（イ）邦人被害案件
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３．（１）国内治安情勢：危険レベルの改訂

9

2023年1月11日に改訂が行われています

【ポイント】
①アムハラ州一部地域のレベル引下げ（3→2）
②オロミア州北シェワ、西シェワ、東シェワ地区のレベル引上げ（1→2）
③オロミア州グジ地区のレベル引上げ（3→4）

１

2

3

レベル１

レベル２

レベル４

レベル３

十分注意してください。

不要不急の渡航は止めてください。

渡航は止めてください。（渡航中止勧告）

退避してください。渡航は止めてください。（退避勧告）



３．（２）国内全体の治安情勢１
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番号 場 所 詳 細

① ガンベラ州

ガンベラ市では、殺人、傷害、誘拐など
の犯罪が増加。南スーダンとの国境地帯
では、ムルレ族武装集団による襲撃事件
や治安部隊との銃撃戦が頻発。

② オロミア州
西シェワ県

12/9、Ambo郡で、治安部隊と武装勢力
との間で銃撃戦が発生。少なくとも25名
死亡。

③ オロミア州
西シェワ県

2/7、Adda Berga郡で、治安部隊と武装
集団との間で衝突が発生。少なくとも12
名死亡。

④ オロミア州
北シェワ県

1/31、Gerba Gurachaで、中国人９名
が武装集団に襲撃され１名死亡。発生場
所は、アディスから約160㎞に位置。

⑤ オロミア州
東シェワ県

3/25、Fentale郡で、治安部隊と武装集
団との衝突で治安部隊９名死亡。

⑥ オロミア州
東シェワ県

4/4、Fentale郡で、武装集団が乗り合い
バスの乗客数名を拉致。トラック運転手
を拉致する事件も発生している。

⑦ オロミア州
西グジ県

1/27、Bule Horaで治安部隊と武装集団
との銃撃戦が発生。９名死亡。31日にも
戦闘が発生し、治安部隊5名死亡。

５

６

７

1

４

２

３

ソマリ州
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アラマタ

コボ

ウェルディア

メラウィ
デセ

デジェン
デブレ・マルコス

デムベチャ

ウェルゲサ
バハルダール

ゴンダール
ラリベラ

●４月６日
連邦政府は、各州特別部隊を国防軍、連

邦あるいは州警察に組み込み作業の開始を
発表。

政府発表後、アムハラ州ゴンダールやコ
ボなどで、州特別部隊の解体・統合に対す
る抗議活動が活発化。州内各地において、
州特別部隊、国防軍による道路封鎖。

●９日
コボにおいて、人道支援団体の車両が襲

撃を受け、職員２名が死亡。
アビィ首相が「代償を払ってもこの計画

を実行する。意図的に混乱を生じさせる者
には、適切な法執行措置を執る。」との声
明を発表。

●１０日
バハルダールの飲食店で爆発事件が発生。

ゴンダール、デセ、デブレ・ビルハンのコ
マンドポストは、住民に対して行動規制を
発令。2023.4.６～

●・・・暴動、デモ、道路封鎖

レベル２ 不要不急の渡航は止めてください。

デブレ・ビルハン

コンボルチャ

３．（２）国内全体の治安情勢２：アムハラ州



外国人対象街頭犯罪の発生状況

実際にあった邦人被害事例と防犯対策

12

３．（３）アディスアベバ市内の状況



外国人対象 街頭犯罪発生状況（２０２２年１２月～ 当館認知）

凡例
●・・・強盗事件（首絞め、暴行、脅迫、持凶器など）
●・・・窃盗事件（スリ、ひったくりなど）
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2/26 12:15
ひったくり

2/22 6:15
首絞め強盗

2/23 11:00 
スリ（物乞い）

12/5 4:30
スリ（タクシー車内）

1/16 21:00
置引き（タクシー車内）

4/2 22:30
置引き（タクシー車内）

3/19 12:00
スリ未遂（押売

り）

12/25 14:00
スリ未遂（押売

り）

日本大使館

ボレ
国際空港

ICS
3/18 21:15
首絞め強盗

4/1 18:00
ひったくり

1/16 8:00
ひったくり

4/10 14:00
ひったくり



アディスアベバ市内での邦人被害案件１

実際にあった被害事例詳細１
手口

窃盗（ひったくり）

被害

スマートフォン１台

発生日時

４月１日（土）午後６時ころ

事案の概要

被害者が単独で、地図確認のためスマートフォンを左手に持ちながら歩いていたと
ころ、背後から来た人物にスマートフォンを奪い取られた。被疑者は犯行後、前方で
待機していたバイクに乗り、二人乗りで逃走。

他にも、歩きながらスマートフォンを耳に当てて通話していたところ、背後からス
マートフォンを奪い取られた事件も発生。
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発生現場

発生現場

建設中スタジアム

日本大使館
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発生現場（詳細）
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エアポート・ロード

フレンドシップモール

至空港



実際にあった被害事例に学ぶ１

被害に遭わないために

・外国人は犯罪の標的になるという意識を持ち、徒歩移動は極力避ける。

・屋外では、スマートフォンの利用を極力避ける。

・屋外でスマートフォンを手に持つなど、他者から見える形で携行しない。

・財布、携帯電話などの貴重品にはチェーンやストラップを付け、着衣や身体に結
着するなど、スリ被害防止対策を講じる。

・ポケットに物を収納する場合は、極力内ポケットを利用する。

・外ポケットに物を収納する場合は、外から内部の物の形状（凹凸）が分からないよ
うな工夫をする。

アディスアベバ市内での犯罪被害防止 事例に学ぶ１
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アディスアベバ市内での邦人被害案件２

実際にあった被害事例詳細２
手口

スリ

被害

スマートフォン１台

発生日時

２月２３日（木）午前１１時ころ

事案の概要

被害者が知人の邦人２名と歩道を歩いていたところ、前方にいた男（20歳くら
い）と男児（10歳くらい）の２人組の側方を通過しようとしたところ、男が被害者
の上腕部をつかみ注意を引いている際に、男児が被害者のズボン左前ポケットから
スマートフォンを窃取。

被害者は、被疑者が立ち去った後、スマートフォンが無いことに気付いた。
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発生現場

発生現場

建設中スタジアム

日本大使館

19



発生現場（詳細）
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建設中スタジアム

ボレ・メダニアレム教会



実際にあった被害事例に学ぶ２

被害に遭わないために

・日中・夜間を問わず、徒歩移動は極力避ける。

・周囲を警戒し、異変を感じた場合はすぐにその場を離れる。

・よく見られるスリの手口（水をかける、唾を吐きかける、執拗に物を売りつ

ける、衣服をつかんで引っ張るなどして気を引いている隙に、仲間が貴重品

を奪う）を知る。

・銃器や刃物で脅された場合、抵抗することなく指示に従い、生命の安全を最

優先させる。

アディスアベバ市内での犯罪被害防止 事例に学ぶ２
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アディスアベバ市内での邦人被害案件３

実際にあった被害事例詳細３
手口

スリ（車内での被害）

被害

スマートフォン１台

発生日時

１２月５日（月）午前４時３０分ころ

事案の概要

早朝、ボレ国際空港に到着し、空港駐車場でホテル送迎車の運転手と名乗る者の
車両の助手席に乗車。出発直後、運転手が「助手席が半ドアだ」と主張し、助手席
の被害者に覆い被さるようにしてドアを開閉。その後、運転手に行き先を尋ねられ
たことから、ホテル送迎の車両ではないことに気付き降車した。

降車後、上着の左ポケットに入れていたスマートフォンがなくなっていることに
気付いた。
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助手席に乗車して発進直後、運転手が助手席ドアの「半ドア」を主張。
被害者に覆い被さるようにして助手席ドアを開閉し、再発進。

発生時の状況（再現１）
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助手席が「半ドア」であることを主張後、
ドアを閉め直しているかのように装い、ポケットからスマートフォンを窃取。

発生時の状況（再現２）



アディスアベバ市内でよく見られる手口（タクシー等の利用時）

被害事例

・空港に到着し、RIDEなどでタクシーを予約して到着を待っていると、運転手と名
乗る者が現れたため、その者の車に荷物を積んで乗車。目的地付近に到着し、降車を
促されて降車すると、そのタクシーは荷物を全て積んだまま走り去った。

・空港から乗り合いタクシー（ミニバス）に乗車したところ、最後列に別の客（被疑
者）が既に乗車しており、荷物を中間列に置いて、最前列に乗車するよう指示された。
目的地に到着し降車した後、荷物の中が物色されて貴重品が盗難に遭っていることに
気付いた。

・RIDEなどでタクシーを予約。自分が予約したタクシーが、すぐ近くまで来ている
のになかなか到着しないため、スマートフォンの画面でタクシーの位置を注視してい
たところ、背後から何者かにスマートフォンを奪われた（被疑者と運転手が共犯の可
能性あり）。

アディスアベバ市内タクシー等の利用時犯罪事例
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実際にあった被害事例に学ぶ３

被害に遭わないために
・ホテルの送迎車、配車アプリ（RIDEなど）の運転手を装った者に注意。
・事前に「合流場所・運転者名・車種・登録番号」などの情報を得る。
・運転手を名乗る者が現れた場合、乗る前に自分が依頼した者であるかを必ず確認

する。
・ネームボードを掲げてもらうなどの事前依頼。
・貴重品は身体から離さず、助手席ではなく、後部座席に乗車する。
・目的地に到着した際は、運転手が先に降車したのを確認してから降車する。
・屋外でスマートフォンの画面を注視しない。

アディスアベバ市内での犯罪被害防止 事例に学ぶ３
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車両を駐車している間に、何者かがリアガラスに
紙を貼付。

運転席に乗車し、車を発進させようとした時に、
張り紙に気付く。

車両駐車中の被害事例（車上ねらい）
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降車し、紙をはがしている間に… 様子を見ていた被疑者が車内を物色するが、紙
に気を取られて気付かない。

車両駐車中の被害事例（車上ねらい）



盗難被害防止対策例

ネックストラップの活用

盗難防止（紛失・落下破損防止に有効）
29

ファスナーロックの例

カバン内の貴重品盗難防止に有効
（カバンに付帯してるものある）



４．医療情報
（１）新型コロナウィルス感染症について
・感染状況
・WHO,CDC,保健省のマスク、ワクチン推奨

（２）当地の下痢症について
・一般情報
・危険な下痢症の注意点
・予防と治療
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（１）新型コロナウイルス感染症について：エチオピアの感染状況

・５つの大流行を経験。2021年12月の第４波が最大。第５波以降、落ち着いている
・世界の傾向とは異なる。帰国時、渡航時はご注意を。

新規感染者数／日 5185/日 WHO情報 [2023年4月10日時点]

アフリカでの感染者数（報告）が少ない

日本では5月7日に、5類感染症に移行。
（規制、補助うちきり=自分は自分で守る）

※縦軸のスケールは異なります
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（１）新型コロナウイルス感染症について：WHOの推奨

全体推奨 → リスク毎の推奨 → 高リスク者を守ることに注力

初回ブースターによる集団免疫を前提に以下推奨

〇マスク等、生活内での基本対策の継続を推奨
屋内：1m以上の距離を保つ、距離が保てない場合のマスク着用 ※屋外では不要
手指消毒、咳エチケット、有症状時は家にいる。

〇追加ワクチン リスク毎の推奨 3月28日に変更（費用対効果を考慮に）

追加ワクチンは、感染率を低下させる。重症化率は、初回ブースター接種以後は効果変わらない。

低リスク群：基礎疾患のない6か月～17歳 →推奨しない
中リスク群：基礎疾患のない成人、基礎疾患を持つ小児 →初回ブースターまでは推奨、追加は接触推奨しない
高リスク群：高齢者、慢性疾患、免疫不全者、医療従事者 →6～12か月毎の追加接種を推奨

○感染したとき
10日間の自己隔離（日本は7日間、CDCは5日間隔離と後5日間マスク）

必ず、滞在国の
推奨を参照下さい！
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令和５年４月１３日現在 日本の水際措置について

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類感染症に変更される令和５年５月８
日以降に入国される方については、有効なワクチン接種証明又は出国前検査証明書の提示が不
要となります。
但し、海外で新たな感染症が発生した場合には、必要により日本入国時の検疫措置が強化され
ることがあります。
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Visit Japan Web

Visit Japan Webとは
入国手続き｢検疫｣、｢入国審査｣、｢税関申告｣、｢免税購入｣を

ウェブで行うことができるサービスです。

登録に必要なものは以下のとおりです。

詳細は以下をご確認ください。
https://vjw-lp.digital.go.jp/ja/

日本入国の際の事前手続

令和５年４月１３日現在 日本の水際措置について
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エチオピアにおける下痢症の発生状況

（２）当地の下痢症について

エチオピアの全死亡者数の 9.1%（9万4千人/年）が下痢が原因で死亡

その74％が5歳以下の子供（約7万人/年）［WHO］

下痢性疾患による死亡の 96.6% は、安全でない水、不十分な衛生設備、

および手洗いの実践状況に起因していた。
［National data management center for health］

一般的な有病率：3週間以内4.1%、食品取り扱い者6.1％

5歳未満の小児14.5％
［AIMS Public Health. 2020 Feb 18;7(1):100-113. doi: 10.3934/publichealth.2020010. eCollection 2020.］

［BMC Pediatrics (2020) 20:236 https://doi.org/10.1186/s12887-020-02138-1］



（２）当地の下痢症について

エチオピアの死因（2019年、対人口10万人）
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女性 男性

第４位

第３位

下痢症

下痢症

［WHO Country Data Ethiopia： https://data.who.int/countries/231］
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（２）当地の下痢症について

なぜエチオピア（途上国）で下痢症が多いのか

安全な水へのアクセスが悪い
改善された水源を利用できる世帯は、都市部で65%、農村では4％
安全な衛生設備を利用できる世帯はわずか6.3% [Unicef data] 

アジスアベバにおける
上水道普及率：98%、下水道普及率：7.3%［JETRO 2014］

野外排泄率(2019年)：都市部7％、農村部32％
［The World Bank：Water and Sanitation in Ethiopia］

手指衛生
手洗い習慣の欠如、生野菜の摂取習慣
人は無意識のうちに、１時間に23回顔に触れる

［Am J Infect Control. 2015 Feb 1; 43(2): 112–114.Published online 2015 Jan 27. doi: 10.1016/j.ajic.2014.10.015］

→水が付いた物、他者の手は汚染されているかも
手に付いたものは口に入る（糞口感染）

雨期の市場
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感染性下痢症の一般的な経過 当てはまらないときは要注意

（２）当地の下痢症について

※数日、発熱を伴うことがある

※１，２日は行動制限を伴う

※腸粘膜が元に戻るまでは、下痢が続く

※4週以上の慢性下痢では、他の疾患を考慮

嘔気・嘔吐

腹痛

下痢

感
染
源
暴
露

１，２日 ３，４日 ２，３週間

水様

泥状

固形

発
熱

発症
※嘔気、嘔吐：水分摂取が出来ないと脱水を起こす。

誤嚥のリスクでもあり要治療。
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（２）当地の下痢症について

旅行者（感染性）下痢症とは

○途上国旅行者の55％が罹患する。感染以外の原因も。

○急性下痢症の古典的な定義
・1日3回以上の下痢（軟～水様）

・発熱、嘔気、嘔吐、腹痛、渋り腹、血便のうち少なくとも１つを有する。

○原因微生物として、毒素原生大腸菌（ETEC）が最多
他に、腸凝集性大腸菌、カンピロバクター、サルモネラ菌、赤痢菌など

○感染以外の原因としては
水の質（硬水、軟水）、摂取物の影響（油、香辛料、アルコール、薬剤）

ストレス
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（２）当地の下痢症について

要注意な感染性下痢症
酷い下痢、嘔気嘔吐、高い発熱、血便が伴う

マラリア、デング熱：蔓延地で蚊に刺された後、高い熱で発症。下痢もあり。

コレラ：酷い下痢。白い水様便。

サルモネラ：鶏卵由来が多い。高熱を伴う。
緑色の粘液が混じった水様便。敗血症にも。

カンピロバクター：鶏の生肉に注意。食後２－７日
少量でも発症。牛や豚の腸内にも。

大腸菌（特にO157）：血便
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（２）当地の下痢症について

症状は重くない感染性下痢症
時に重篤な合併症を伴うことがある

腸チフス、パラチフス：症状は軽い（無症状も）。皮疹が出ることあり。

赤痢：A型は膿粘血便、高い発熱を伴う。敗血症も。
D型は軽症。

アメーバ赤痢（≠赤痢）：いちごゼリー状の粘液血便

ジアルジア
（ランブル鞭毛虫）：長引く腹痛、水様便、卵ゲップ（腐卵臭）

２－４週で改善する。無症状者も。混合感染も。
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～お知らせ～

この後のスライドで、便の写真が出てきます。

一見する価値ありですが、苦手な方はご注意下さい。
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（２）当地の下痢症について

特徴的な便の症状

コレラ アメーバ赤痢 サルモネラ

便の特徴 米のとぎ汁様 イチゴジャム様 緑色の粘液が混じった水様便

写真

便の色への影響 （余談）尿の色への影響

※ドラゴンフルーツ食後は便が赤くなる。 ※脱水で黄色が濃くなる

※イカスミ食後は便が黒くなる。 ※クランベリージュースは紫色になる

※母乳育児の乳児は、便が緑になる（胆汁の酸化）
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（２）当地の下痢症について

旅行者下痢症の治療
～何はともあれ脱水予防～

多くは安静と水・電解質・糖の補給のみでよい。
経口補水：飲めるなら経口摂取を優先

作り方：500mlの水に砂糖20g、塩1.5g

レモン汁など果汁を加えると飲みやすくなる。

抗菌薬が必要な場合は限られる．腸炎症状の短縮には寄与しない。

止痢薬は禁忌であることもある（出血性大腸菌など）
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（２）当地の下痢症について

旅行者下痢症の予防

とにかく水に注意
飲料水だけでなく、手、野菜、食器を洗う水も、時にはうがい水も

調理時、食材はよく火を通す。肉類は赤いまま食べない。

食器の洗浄は、最後は熱湯や蒸留水で。

外食時は上記に気を遣っていそうなところで。

香辛料は、腸との相性がある。



５．大使館からのお知らせ

（１）パスポートのオンライン申請について

（２）在外選挙について

（３）領事の交代について
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パスポートのオンライン申請について
令和５年３月２７日から

パスポートの申請がオンラインで行えるようになりました。

47

【オンライン申請の流れ】パスポート更新（切替申請）の場合



在外選挙について
Ｑ：在外選挙人制度とは？
Ａ：海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票できる制度のこと。

これによる投票を「在外投票」といいます。
Ｑ：在外投票ができるのは？
Ａ：日本国籍を持つ18歳以上の有権者で、在外選挙人名簿に登録され、在外選挙人証を持ってる人

48

登録は簡単です

この他にも、出国時登録申請もあります。
詳細は、以下URLをクリック
https://www.soumu.go.jp/senkyo/netsen
kyo.html



49

（３）領事の交代について



６．質疑応答
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ご静聴ありがとうございました。

お問い合わせはこちら

警備領事班
0911-200-721（髙橋）
eiji.takahashi@mofa.go.jp

0911-216-773（吉田）
shoichi.yoshida-2@mofa.go.jp
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